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解  決  法
“WEED-SEED-FEED”プログラム

消化不良、不眠、エネルギー不足、アレルギ

ー、その他の体の不調を認識し、調べてみまし

ょう。自分で判断することで間違った対応をし

てしまうことがあるので、資格をもった医師や

専門家に相談しアドバイスを受けましょう。

“ＷＥＥＤ”（除草）－消化器官にたま

っている毒素を排除しましょう。毒素とは、細

菌、カビ、寄生虫の蔓延、毒素の堆積、胆石、過

度の胆汁などです。肝臓・胆嚢の清掃、体内浄

化サプリメントの摂取、結腸洗浄により、これ

ら毒素を排除できます。

病気予防と健康維持のため、体の中をきれいにしましょう
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21世紀の有毒素の源自 然 の 力 で 体 内 を 洗 浄
(ディトックス― 体内毒素の解毒)

下記症状を予防・治療するのに 
最もシンプルな方法:

若年性老化現象

消化機能障害

遂行能力の欠乏

精神的緊張

体重コントロールの問題

アレルギー、不眠

病気、癌

“ＳＥＥＤ”（種蒔）―腸内の善玉菌（プ

ロバイオティクス）の成長を助長し、消化機能

が再び毒に犯されるのを防止。

“ＦＥＥＤ”（栽培）－資格を持った医

師や専門家からの食事や栄養相談アドバイス

を受け、よくない食事習慣を改善し、自分にあ

った食事法、サプリメントを摂取しましょう。常

に増え続ける、私たちの健康を損害する毒素

と戦うために、プログラムを定期的に実行す

ることをお勧めします。しかし、その効果は、サ

プリメントの質によって大きく左右されます。

・定期的に体内の有毒廃棄物の洗浄をお

こなう。

・有害な成分を含む製品を認識し代用がで
きるよう知識の習得に努めましょう。

・免疫機能、消化機能を強化させ、最善の
健康をめざしましょう。

第一ステップである浄化（“ＷＥＥＤＩＮ
Ｇ”）期間は少なくとも1ヶ月以上をあてることを
おすすめします。体内に毒素が蓄積するのを最
小限に抑え、健康強化をするために、次に続く
ステップである“ＳＥＥＤ＆ＦＥＥＤ”の段階
は、一生涯の習慣とされるとよいでしょう。

健康維持が正しく行われているかを確認す
るため、4ヶ月に一度、医師や専門家による健
康診断を受けましょう。

ストレス 空気汚染

水質汚染 家庭用品の

毒性
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薬品、薬物、麻薬

合成殺虫剤、害虫剤、殺菌剤

肥料/ホルモン剤/抗生物質

加工食品中、飲料、衣服

美容商品における

有害な化学薬品

体の機能についての知識不足や体が必要としているものを見逃すことは、健康を損なう主な原因になります。 
私達の最も大切な財産である健康を管理するという、大切な責務を無視する余裕はもはや私達にはないのです。

賢 者 は 問 題 を 見 越して 危 害 を 避 け る が 、 
愚 か 者 はうっ かり苦 痛 に 遭 遇 する

ソロモン – c2300 BC‘‘ ’’

農業における原子 ー 農 薬 が 原 子 灰とお なじくらい 怖 い 理由

現代の慣習的な農法では、農薬として知

られている合成化学薬品や化学肥料を用

いています。これらは、地面に撒布されたり

注入されたりしています。

殺虫剤は人間の健康や環境にとって有

害で、地域的にも世界的にも食料の安全な

確保を蝕み、農業の生物多様性を脅かしま

す。

ブリュッセル世界博覧会における化学受

賞者のアメリコ・モスカ博士（Dr. Americo 

Mosca）は著書「農業の中の原子」（1974年

出版）の中で、農業で使用される有毒な遺

伝子化学薬品が原子放射性降下物（死の
灰）よりも危険であるという事を示しました。

「アメリカ合衆国における有毒な遺伝子
化学薬品（除草剤、殺虫剤、ホルモン剤、ステ
ロイド剤など）の使用が、それぞれが14メガ
トンの威力を持った145個の水素爆弾によ


